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序 
2020 年の「重み」 

 
Foreword 

A Few Thoughts on Approaches to COVID-19 Control 

 
赤木 攻 

AKAGI Osamu 

 

2020 年は人類にとって「重い年」になった。 
感染症というものにほとんど無知であった者の一人として、これほど怖い病で、これほどすべ

ての人にほぼ平等に不安と恐怖心を持たせ、日常生活に深刻な影響を与えるとは思いもよらなか
った。若いころタイへ留学した際に「デング熱」に罹り、高熱にうなされベッドの上で数日苦し
んだのは覚えているし、14世紀半ばに欧州で「黒死病」と呼ばれる病気が流行し記録的な死者が
出て社会そのものを大きく変容させたといった話をどこかでうっすらと聞いたこともあったが、
今回の「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」のパンデミック現象には本当に驚かされた。 
 だからであろう。この疫病がいやに気になり始め、昨年から今年にかけて雑誌や新聞を中心に
コロナ関係の記事に目がいくことが多くなった。いくつかの専門家や識者の意見や論考の中で、
門外漢の私の耳に響いたのは遠藤秀紀「感染症に恐怖する心 1」(生き物文化誌学会編
『BIOSTORY』vol.34、2020 年 12月 1日、誠文堂新光社、101-106 頁)であった。 
そこでは、我々人類が現段階で有している法(ルール)と技術(テクノロジー)はまだまだ感染症対

策としては未熟であるにもかかわらず、この二つに偏り過ぎており、なされるべき「病と人の間
柄」という生き方の本質への考究がおろそかになっているとの強い批判が展開されている。新感
染者数、重症者数などとそれらの数値に乗っかった施策判断がまかり通り、数値至上主義の悪弊
が躍っている。経済か人命か、安全か自由か、はたまた権力か個人かの二律背反でしか事を語ろ
うとしない。現代の医学(医療)は「生き方」や「死に方」を見据えおらず、治し方の提示でしか応
じようとしないし、政治や行政は病人の数と経済指標を並べるだけである。本来「病と人の間柄」
は、科学的定量性とはだいぶ離れたところに成立するのであり、そこへの探究がなされていない、
というのである。遠藤氏は、1980 年代に獣医学を学び始めた際に、公衆衛生学の講師から「たと
え多数の人が死んでも、公衆衛生を法と技術に委ねてはならない」と教えられたが、今も記憶に
新しいという。 
どうやら、今回のコロナ対策には、社会科学(法)と自然科学(技術)の顔が目立ち、「生きるとは」、

「死ぬとは」、「生命とは」、「病とは」、「人間とは」、「生き物とは」といった社会文化的
領域の問いかけないしは熟慮が欠けているようである。 
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 同じ 2020 年の出来事である「はやぶさ 2」の小惑星リュウグウからの完全なる帰還は、その
持ち帰った少量の砂粒が太陽系の誕生や生命起源の解明につながると聞いている。確かに大快挙
であり喜ばしいことであり、現在の科学技術の最高水準を示すだけでなく、組織やチームワーク
の高さをも誇る大プロジェクトであったのは間違いない。ただ、コロナ対策との決定的な違いは、
「（人間の）生命」そのものが直接関与していない点ではなかろうか。いずれ訪れるであろう本
格的な宇宙開発では「（人間の）生命」の社会文化的扱いが重要な課題になるのは確かである。 
 その辺りをもう少し敷衍しておきたい。一般的な「基礎研究」と「応用・開発研究」という考
え方に照らせば、「命とは何か？ 死とは何か？ 病とは何か？ 宇宙とは何か？ 木星はどう
いう星か？を知ろうとする知的好奇心活動」が前者であり、「病を治す医療技術、病から人間を
権力で守るとする法律、カネのための延命技術、宇宙空間の商業化といったカネと権力を目的と
する活動」が後者といえよう。そして、前者は「人間の命を救わないかもしれないが、人間を人
間たらしめ、人間に幸福をもたらす可能性がある」のに対し、後者は「人間の命を表面的には救
うかもしれないが、人を物と同一視し、真の幸福を思慮することを軽んじる傾向が強い」と言え
よう。遠藤氏は、コロナ禍の現代社会では、前者が忘れ去られてしまい、後者が暴走していると
指摘しているのである。 
少し考えてみれば、アジア太平洋地域の諸事象を研究している私たち個々人の日常においても、
「生き方」、「死に方」、「病い」、「生き物」といった課題を意識することは少ない。経済や
政治の領域における出来事を取りあげることが多い我々が、仲間と談笑する際にそうしたことに
触れることはあっても、深く追究することはまずない。しかし、これから私たちが仕事をしてい
く上で、こうした課題を常に意識しておくことが、いかなる事象を扱う上でも必要であり、かつ
研究に深みを与えるのではないだろうか。 

 


